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研究成果の概要（和文）：木材生産と他の生態系サービスを両立させる森林管理法として、保残伐が世界的に普
及してきている。この保残伐を人工林に導入するための世界初の大規模実証実験が2013年から北海道空知管内の
北海道有林で実施されている。本研究では、保残伐の大規模実証実験を対象として、保残伐が経済的に妥当なの
か、費用と便益から検証を行う費用便益分析の枠組みを構築することを試みた。樹木の保残による逸失利益や掛
かり増しになる施業コストを明らかにするとともに、保残によって増加する生態系サービスの便益を環境経済評
価によって評価し、保残伐の経済的妥当性や保残伐の導入条件の解明を試みた。

研究成果の概要（英文）：Retention harvesting has become popular worldwide as a forest management 
method that balances timber production with other ecosystem services. Since 2013, the world's first 
large-scale demonstration program to introduce a retention harvesting into an planted forest has 
been carried out in the prefectural forest, Sorachi district of Hokkaido, Japan. This study tried to
 construct a framework for cost-benefit analysis that verifies from harvesting costs and social 
benefits whether or not the retention harvesting is economically appropriate. Specifically, costs of
 leaving trees and the increasing harvesting costs, and benefits of ecosystem services increased by 
the retention harvesting are estimated. By integrating the information, we tried to understand the 
economic validity of the retention harvesting, and if so, to clarify the key requirement to 
introduce the retention harvesting.

研究分野： 環境経済学

キーワード： 保残伐　大規模実証実験　熟議型貨幣評価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
保残伐は様々な生態系サービスを両立させる森林管理法として世界的に普及してきているが、日本ではほとんど
導入されていない。これまで把握されていないその経済的妥当性について解明することができれば、保残伐を一
般民有林でも適用できる森林管理法として普及させる一助となる。もし、費用便益分析において便益が費用を上
回るのであれば、保残伐を推進することが妥当であることを示すことができる。さらに空間的な解析を組み合わ
せることで、どのような場所でそれを行うのが妥当であるのかも示すことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
保残伐は、森林を伐採する際に生物の生息に重要となる樹木を残し、生物多様性を始めとする

木材生産以外の生態系サービスも損なわないようにする森林管理法である。この方法は従来の
択伐や漸伐に比べて、切る木よりも残す木を選ぶという発想の転換と、残すものは永続的に残す
点で大きく異なっている（図 1）。 

 

 
 

図 1 群状保残 
保残伐施業の実証実験のページより 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/dyr/REFRESH/top.htm 
 
保残伐の導入に伴い、その効果を検証するための大規模実証実験（以下、実験）が世界各地で

行われている。しかし、これらはいずれも天然林を対象としたもので、人工林で行われた実験は、
本研究の対象地である北海道有林で行われているもの以外に存在しない。現在、この実験におい
て自然科学的な視点から生態系サービスの把握を試みているが、保残伐の導入に伴う経済妥当
性については十分に把握されていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、上記の保残伐の大規模実証実験を対象として、保残伐が経済的に妥当なのか、

費用と便益から検証を行う費用便益分析の枠組みを構築することである。樹木の保残による逸
失利益や掛かり増しになる施業コストを明らかにするとともに、保残によって増加する生態系
サービスの便益を環境経済評価によって評価する。それらを GIS 上で空間的に統合し、保残伐
の経済的妥当性やそれを担保する保残伐の導入条件を解明する。 
 
３．研究の方法 
 
このような費用便益分析を行うことを最終目的として、本研究では以下の三つの課題（課題①

から③）を設定する。各課題の関係性は図 2に示すようなものである。 
【課題①】保残伐による逸失利益と掛かり増しになる施業コストの把握（現地調査） 
【課題②】保残によって増加する生態系サービスの便益評価（アンケート調査） 
【課題③】情報の地図化と保残伐の導入条件解明の枠組み構築（空間解析） 
 

 
 

図 2 各課題の関係性 



４．研究成果 
 
本報告書を執筆時点では、最終的に費用便益分析を行うには至っていないため、現時点での進

行状況と明らかになっている結果について整理する。 
 
【課題①】に関しては、必要となる情報を把握しており、それらは【課題③】における空間解

析を行うための情報として整理を進めている。本研究で把握された情報にとどまらず、科研費・
基盤 A・研究代表者：尾崎研一「人工林の保残伐がもたらす生態系サービスを大規模実証実験で
明らかにする」、および、三井物産環境基金研究助成・研究代表者：明石信廣「人工林において
生物多様性保全と木材生産は両立きるか？－保残伐実験による検証と普及方法の提案－」で把
握された情報も活用し、最終的な費用便益分析を行う予定である。 
 
【課題③】に関しては、費用便益分析まで至っていないが、【課題①】で整理されている様々

な生態系サービスに関する情報に、路網や地位などの逸失利益や掛かり増しになる施業コスト
に関係するデータを整備している。 
 
【課題②】に関しては、熟義型貨幣評価の結果については現在解析中であるが、保残によって

増加する生態系サービスの便益については概ね明らかとなっている。WEB アンケート調査で実施
した選択型実験では、TEEB（生態系と生物多様性の経済学）で示された生態系サービスから、森
林に関わる生態系サービスを抽出した（図 3の左側）。ただし、15にもわたる生態系サービスの
価値を同時に評価することは難しいことから、その中から調査デザインに基づいて 4 つのサー
ビスを抜き出し、それらの生態系サービスを増減させる政策案を作成し、図 4のように組み合わ
せて、最も望ましい政策案を回答してもらう部分プロファイル型の選択型実験を実施した。 
 

 

 
図 3 森林に関わる生態系サービス 

 



 
 

図 4 森林に関わる生態系サービスの部分プロファイル型の選択型実験 
回答者は政策 Aから Cまでの中で一番望ましい政策を、内容を変えた政策について 

繰り返し選択する 
 
このような部分プロファイル型の選択型実験は、プレテスト（科研費・基盤 B・研究代表者：

栗山浩一「生物多様性の価値評価における熟議の役割と保全政策への応用」で実施した WEB アン
ケート調査）、本研究費で行った本調査およびフォローアップ調査（札幌市民を対象とした都市
緑地を対象とした評価）の 3回実施している。 
大規模実証実験の実施場所は空知地方の北海道道有林であっため、そこの森林に関わる生態

系サービスを直接評価することは、サンプルの確保の点でも課題があった。そのため、今後の汎
用性（保残伐の全国的な展開）も想定して、本調査は全国サンプルで行い、一方でそれらと対照
するための調査結果として、北海道内でのフォローアップ調査を実施した。フォローアップ調査
では、都市緑地という調査枠組みとし、森林に関わる生態系サービスの相対的な位置付けについ
て把握した。 
すでに論文化されているフォローアップ調査の結果については、図 5 のように森林と生物多

様性の保全に対する価値が評価されている。 
 

 
 

図 5 森林と生物多様性の保全に対する評価（Biodiversity と Forest は高く評価されている） 
Kim, H., Shoji, Y., Tsuge, T., Aikoh, T. and Kuriyama, K. (2020) 

Understanding services from ecosystem and facilities provided by urban 
green spaces: A use of partial profile choice experiment. Forest Policy and 
Economics 111: 102086.の草案より 

 
これらは支払意志額として貨幣評価として定量的に把握されているので、保残によって増加

する生態系サービスの便益として用いることができる。全国サンプルの調査結果および熟義型
貨幣評価の評価結果も合わせて、生態系サービスの便益を設定し、最終的に保残伐の導入条件解
明の枠組み構築につなげることができる。 
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